
 様 式 Ｃ－７  
 
 

平成１６年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書） 
 

1. 機 関 番 号 ３ 
 
２ ６ ０ ６         2. 研究機関名  学習院大学 

 
3. 研 究 種 目 名  基盤研究(C) (2)        4. 研 究 期 間   平 成 15 年 度  ～  平 成  17 年 度 
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6. 研 究 課 題 名  言語成層論モデルによる日本語とモンスーン・アジア地域の言語史に関する基礎的研究  
 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600字～800字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

 １、次の学会・シンポジウムなどで成果発表を行った。 

① 韓国・日本学会連合会 第２回国際学術大会（７月１０日、釜山）シンポジウム招聘講演 

 題目「日本語の境界とモンスーン・アジアという世界」 

②台湾・大葉大学日語教育学科の招聘講演（５月１２日、台中） 

 題目「日本語の基層とモンスーン・アジアの言語のつながり」 

 ③日本・群馬県立女子大学、群馬学連続シンポジウム（第２回）招聘パネリスト（１０月２日） 

 題目「日本文化の十字路としての群馬」 

２、基礎データの収集と作成に関する考察を行った。その結果、①水源起源「地名」研究の有効性、②「地名」に

おける音声的分布パタンの指摘、③「呼気」の強弱調査のための機器選択と実験内容の確定等の成果があった。 

３、個々の言語地図の歴史的解釈を行い、外輪方言･琉球方言の分岐年代は 6000±3000年という見通しを得た。 

４、モンスーン・アジア（ＭＡ）地域の言語地図作成を、データを補強しつつ進めた結果、河川名以外でも、同様

のＭＡ型の広域分布パタンが得られることが明らかになった。 

５、文化人類学研究との対照を行った。①ＭＡ内の言語分布とフロベニウスの神話分布の類似点を初めて指摘、②

旧石器の分布と文法現象との相関関係に関する理論的解釈を行う。 

６、方言文献資料・語彙資料の基礎的データの考察と収集を行った。 

 ①近世江戸口語資料として六方詞の語彙収集 ②近世初期中京地方資料の文脈付索引作成作業 ③語源と語構成

の考察（語源辞典） 

７、ＭＡ言語史研究の基礎となる次の言語の調査記録を行った。 

 ①サオ語の予備調査と調査準備（１の大学講演と連動）。 ②韓国語済州島方言の録音調査（１の学会発表と連動） 

③チベット語アムド方言文法の予備的記述的調査。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を  

添付すること。 
10. キーワード 
  (1) 言語成層論モデル            (2)  日本語学                    (3) 言語系統論            
  (4) モンスーン・アジア文化圏    (5)  言語地理学                  (6) 河川名            
  (7) 方言境界線                  (8)  地名学                           (裏面に続く) 

 
 



11.研究発表(発表予定を含む。但し、投稿中、投稿準備中は除く。) 
 〔雑誌論文〕 

著    者    名 論      文      標      題 

   安部 清哉 
「『背負う・担ぐ』語彙と『雑兵物語』の語彙の多元性・重層性－－先行研究の再検

討－－」 
雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 

  『佐藤喜代治先生追悼国語学論集』（仮題）  2 0 0 5  printing 

 

著    者    名 論      文      標      題 

安部 清哉 「地名と日本語――河川地形名の言語空間――」 

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 

  『国文学解釈と鑑賞』 ６９－７ 2 0 0 4 pp.93-100 

 

著    者    名 論      文      標      題 

安部 清哉   「新刊紹介 上野智子著『地名語彙の開く世界』」 

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 

   『国文学解釈と鑑賞』 70-1 2 0 0 5 p.212 

 

著    者    名 論      文      標      題 

   安部 清哉 
 「日本語の境界とモンスーン・アジアという世界――水源地形名numa＜*nub（沼・

泥）の言語分布――」 

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 

 『韓国日本学連合会 第２回国際学術大会Proceedings』 2 2 0 0 4 pp.44-52 

 

著    者    名 論      文      標      題 

  あべ せいや 「言語地理学と日本語とアジア・環太平洋言語史」 

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 

    『日本語学』 23-15 2 0 0 4 pp.42-54 

 

著    者    名 論      文      標      題 

  

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 

       

 

 〔図 書〕 
著    者    名 出      版      者 

  前田富祺監修 安部清哉ほか編   小学館 

書             名 発 行 年 総ページ数 

   『日本語源大辞典』 2 0 0 5 pp.1273 

12. 研究成果による工業所有権の出願・取得状況 
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